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新型コロナウイルス
感染症について

◆症状がある場合に外出をする際は、人混みは避け、マスクを着用しましょう。
◆事前にコロナ抗原検査キットや解熱剤などの常備薬を準備しておくと安心です。

※事業者の判断でマスク着用を求められる場合があります。

感染対策は個人・事業者の
判断が基本となります

●換気の方法として「機械換気（24時間換気システムや換気扇）」
　または「自然換気（窓開け）」があります。

●重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、
　以下のような場合にはマスクを着用しましょう。

受診時や医療機関・高齢者施設
などを訪問する時

通勤ラッシュ時など
混雑した電車・バスに乗車する時

新型コロナウイルス感染症は５類感染症になりました

2023年5月8日から

引き続き、以下の対策は有効です

換気

 手洗い・
手指消毒
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令和５年３月１３日から
これまで屋外では原則不要、屋内では原則着用としていましたが

新型コロナウイルス感染症対策

マスク着用は個人の判断が基本となります

※事業者の判断でマスク着用を求められる場合や従業員がマスクを着用している場合があります

基礎疾患を有する方高齢者 妊婦

作成：令和５年２月１０日

マスク着用が効果的です

ご自身を感染から守るために

重症化リスクの高い方が感染拡大時に混雑した場所に行く時

ただし、以下のような場合には注意しましょう

本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないよう、
個人の主体的な判断が尊重されるよう、ご配慮をお願いします

慢性肝臓病
がん
心血管疾患 など

マスクを着用しましょう

周囲の方に、感染を広げないために

受診時や医療機関・
高齢者施設などを訪問する時

通勤ラッシュ時など混雑した
電車・バスに乗車する時

新型コロナウイルス
マスクの着用について
（厚生労働省HP）



お子さまが新型コロナウイルスに
感染した際の対応について

☑お世話は出来る限り、限られた方で対応しましょう。
・自らの体調管理、体調不良の意思表示が十分にできないことに留意し、健康状態のチェックを入念に行いましょう。

☑お世話をする方が感染した場合について。
・お子さまのお世話に関して相談したい場合は、自治体、保健所などに御連絡ください。

ゼロ密を目指す、こまめな手洗い、正しいマスクの着用を徹底しましょう

新型コロナウイルス
感染症のために
（厚生労働省HP）

可能な範囲で部屋を分けましょう。
部屋を分けられない場合は、仕切りやカーテンなどで工夫するなど、
接触する時間をなるべく短くするよう心がけましょう。

１．窓を開けて換気

定期的に換気をしましょう。
共用スペースや他の部屋も頻繁に換気を行いましょう。

３．可能な範囲でマスクを着用

児童本人を含め、同居家族全員は
できるだけマスクを着用しましょう。
ただし、乳幼児（小学校に上がる前の年齢）のマスクの着用には注意が必要
であり、特に２歳未満のお子さまへのマスクの着用は、息が詰まるなどの危
険があるのでやめましょう。

４．こまめな手洗い・幅広い消毒
こまめに石鹸で手洗いし頻繁に触れるものは消毒しましょう。
テーブルや椅子、ドア、テレビやエアコンのリモコン、トイレ（便座など）、
おもちゃ、文房具などは幅広く消毒しましょう。

５．洗濯・掃除
着衣の交換・洗濯、清掃等を徹底しましょう。
洗濯は通常の洗剤を用い、特別な対応は不要です。

室外に出すときは密閉して捨てましょう。
鼻をかんだティッシュ等は、すぐに2重のビニル袋で
密閉し捨てましょう。手洗いも忘れずに。

６．ゴミは密閉して捨てましょう

２．可能な範囲で部屋を分ける

☑お子さんの観察ポイント

・ご機嫌、食欲、顔色、呼
吸のようすなどを観察して
ください。ご機嫌がよく、

食欲があり、顔色が普通
であれば基本的に心配い
りません。

・意識がはっきりしない、
機嫌が悪い、食欲が低下
している、水分がとれない、
顔色が悪い、息苦しそう、
嘔吐を繰り返すなどの場
合は担当保健所、または
かかりつけ医に早めに
ご相談ください。
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その他一般的な衛生対策として、汚れたリネン・洋服は洗濯し、ゴミは密閉して捨てましょう。

新型コロナウイルス
感染症について
（厚生労働省）

作成：令和５年５月８日

家族が新型コロナウイルスに

感染した時のポイント

発症後5日間かつ症状が軽快して24時間程度は他人に感染させるリスクが高い

ことから、外出を控えることが推奨されます。また、10日間が経過するまでは、

マスクを着用し、周りの方へうつさないよう配慮しましょう。

ご自身の体調にも注意してください。

• 感染した方の発症日を0日として、特に5日間は注意してください。

7日目までは発症する可能性があります。

• 外出するときには人混みを避け、マスクを着用しましょう。高齢者等のハイリ

スク者との接触を控えるなど、周りの方へうつさないよう配慮しましょう。

家庭でできる感染対策

新型コロナウイルス感染症に感染された方について

お世話をする方や同居家族の方について

1.窓を開けて換気

3.マスクを着用

2.部屋を分ける

4.手洗い等の手指衛生

定期的に

換気をしましょう

共用スペースや他の部

屋も頻繁に換気をしま

しょう。

可能な範囲で

部屋を分けましょう

お世話はできるだけ限られた

方で行い、接触する時間をな

るべく短くするようにしま

しょう。

こまめに

手洗いしましょう

同居家族は可能な範囲で

マスクを着用しましょう

感染した家族に接する時や外

出する時はマスクを着用しま

しょう。マスクを隙間無く

フィットさせ、正しく着用し

ましょう。

心臓、肺、肝臓に持病のある方、糖尿病の方、免疫の低下した
方、妊婦の方などが感染者のお世話をするのは避けてください。

新型コロナ
ウイルスの
消毒・除菌
方法につい
て


